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　　　　当社は、国連が提唱する持続可能な開発目標（SDGs）に賛同し、

　　　　持続可能な社会の実現に向けた積極的な取り組みを行ってまいります。

代表取締役　糸賀 満喜子

有限会社ソーラープロジェクト大社

◆経営方針

　 先人の切り開いた今に感謝し仲間と共により良い未来環境を創造します

◆目指す姿

　 地球上のすべての命の尊厳を守り持続可能な星とします

健康促進・メンタルヘルス 環境問題の認識・理解の推進

持続可能な社会の実現のため、環境配慮型製品・サー

ビスの提供を推進します。

社員一人一人が仕事に対して高い意欲を持ち、自己実

現の場として働きがいを感じられる職場環境とします。

<具体的な取り組み> <具体的な取り組み>
太陽光発電等の再生可能エネルギーや再生可能エネルギーを

最適に活用するための蓄電システムを推進する／クリーンエネル

ギーで車を走らせ、また車から家庭に給電を可能とすることでガソ

リンを含む、各家庭のエネルギーの自立を目指す

お互いの成長を願い、応援し合う企業体制とする／お互いの存

在、様々な価値観を認め、俯瞰したものの見方が出来る人とな

る／従業員を支える家族への感謝の心を念頭に置き、それを形

に表す

―　関連ゴール　― ―　関連ゴール　―

社員の健康状態を把握し、持続可能な働き方の実現を

サポートします。

環境問題を自分事として取り組むために、環境意識のさ

らなる向上に努めます。

<具体的な取り組み> <具体的な取り組み>

健康の源である食べ物について真の情報を共有する／病気にな

らない身体づくりをサポートする／失敗を自分のこととして受け止

め、成功を褒め合う企業体制とする

全ての水が美しく生命の源であるための配慮を十分に行う／家庭

の生活排水の在り方を改善する／プラスチックごみの削減のため

マイボトルの利用を推奨する／ごみを拾うボランティアを立ち上げ

る

SDGsとは
2015年に国連で採択された「Sustainabul　Development　Goals（持続可能な

開発目標）」の略称。2030年までに持続可能なより良い社会を実現するために取り組

むべき17のゴール、169のターゲットが掲げられている。
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